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※ 神社のホームページについて

今年より,広島県神社庁 二次支部 のホームページが開設されましたのでお知らせします。

広島県神社庁 二次支部

・最新の催物のお知らせ
。支部内 神社の紹介

一度 露いてみてくださⅢc

https://h irosh ima-j injachorniyosh i. com

き貫■社●■在.素ナ・進物等を i:月 末まさ更新中です。

※ 神社の祝詞 (の りと)について

神職が神さまに奉上する言葉を祝詞と呼びます。

その起源 :まとても吉 く,天窯大響禅 (島事てらすおおかみ)カギ お隠■′になった天の岩屋●
前で天児屋命 (あめのこやねのみこと)が「布詔戸言 (ふとの りとごと)」 という祝詞を奉上

したと言われています。

祝詞は神饉 (しんせん)と幣鳥 (へいはく)を供えて,御神徳に対する称辞 (たたえごと)
を奉し,御加護を頂く儀式。 言重 (こ とだま)信仰を受け―字―旬 琉理で荘革な言い口L
で行います。 言葉には霊力が宿つていて,日に出して述べることでその力が発揮されると
考えられるのが言霊信仰です。

神を称え,尊敬する言葉 (詞 )を神に奉上し,機れを祓つて神の加護を得るための文書。
志賀神社での小南宮司の祝詞は,季節ごとの祭りの祝詞と,例大祭の祝詞とがあります。
季節ごとの祭りで,宮司と一緒の奉上ヴ

‐
る「大祓詞 (おおはらえことば)」 と言う視詞があり

ます。(別紙参照)参拝いただくと,宮司と参拝者全員で,奉上します。ぜひご参拝を !

神前にて,『 二拝 (にはい)二拍手 (にはくしゅ)一拝 (いちはい)』 のあと頭を下げて
住所・氏名を名乗り,「 祓(はら)え 給(たま)え 清め給え 」を 3回 唱えるが作法で
き姜りt可董:すれど菫しをヽと思Ⅲま

`し

  よりT享にきれたいならiま ,「諄弄請」を神社に
お参りした時 ・紳社拝詞 (じんじゃはいし), TI棚の前で ・紳棚拝詞 (かみだなはいし)
という祝詞があります。 次回の機会があれば記載 します。

・各地区総代が神社総代に就任時に,神殿に登壇 して「OOO当 屋総代就任宣誓祝詞」を
奉上します。

・秋季例大祭には,責任当屋総代が,神殿に登壇して「秋季例大祭総代祝詞Jを奉上します。

( 総代で,祝講iま保管されています。)

・二次 (みよし)支部について
・神社つて何? 参拝のしかたは?

Ｆ
Ｉ

Ｉ



‐
‐
「
大
祓
詞

一お
お
tよ

り
そ

と
,f

ひイ高ふ

'卜
略 天あ
議メ原:

ひイす

ラК子ち
穂場て
|コ庭 ブヽや
を 百お

書I万 i

事:賜 |

依
本
り
き
。
此
く
依
奉
り
し
国
内
に
荒
振
る
神
等
を
ば
神
間
は
し
に
問
賜
ひ
神
掃
ひ
に
掃

賜
ひ
て
語
問
ひ
し
磐
根
樹
根
立
草
の
片
葉
を
も
語
止
め
て
天
の
磐
座
放
ち
天
の
人
重
雲
を
伊
頭

ち
　
わ
　
　
　
　
　
ら
　
わ
　
　

　
　

し
よ
く
〓

　

よ
‘

ま́
つ
　
　
　
　
　
　
，
　
　
ｌ
ｒ
ｔ
ｔ

つ
　
　

　

　

■
　
，ｏ
　

　

′
ヽ
に
な
か
　
　

″́
お
や
ｔ

ｉ

ひ

一
ヽ
■
み
０
ぐ
に

の
千
別
き
に
千
別
き
で
九
降
し
依
希
り
き
‐‐
此
く
依
奉
り
し
四
方
の
国
中
と
大
倭
日
高
見
回

を
安
国
と
定
奉
り
て
下
つ
磐
根
に
宮
柱
太
敷
立
て
高
天
原
に
千
本
高
知
り
て
皇
御
孫
命
の
瑞

の
御
殿

仕
本
り
て
天
の
御
蔭
日
の
御
蔭
と
隠
坐
し
て
安
国
と
平
け
く
知
食
さ
む
国
中
に
成

出
で
む
天
の
益
人
等
が
過

犯
し
け
む
種
種
の
罪
事
は
天
つ
罪
国
つ
罪
許
許
太
久
の
罪
出
で
む
。

此
く
出
で
ば
天
つ
宮
事
以
ち
て
天
つ
金
本
を
本
打
切
り
末
打
断
ち
て
千
座
の
置
座
に
置
足
は
し

て
天
つ
菅
麻
を
本
刈
断
末
刈
切
り
て
八
針
に
取
辟
き
て
天
つ
祝
詞
の
大
祝
詞
言
を
宣
れ
。
此
く

か
ら
ば
瑠
つ
概
は
期
の
郷
酵
を
批
概
き
て
規
の
ル
聾
瓢
を
伊、、
時
の
千ち
ル
き
に
■
肺
き
■
雌
鰤

さ
む
ｏ
醗
つ
概
は
耐
岬
の
だ
矧
岬
の
対
に
メ
リ仲
し
て
高
耐
の
伽
ヵ
ル
露
岬
の
伽
知
ル
を
搬
肺

け
て
間
食
さ
む
。
此
く
聞
食
し
て
ば
罪
と
云
ふ
罪
は
在
ら
じ
と
科
戸
の
風
の
天
の
人
重
雲
を

嘘
測
つ
義
の
妊
，熱
性
の
御み
射
ぷ
（
の
伸
競
を
搬
酷
州
熙
の
囃
概
脚
義
の
妊
く
、
対
津っ
辺べ
に
ぃ
る

対
朧
を
鵬
雌
麟
ち
廠
雌
麟
ち
で
対
耐
刷
に
批
概
つ
動
の
旺
く
、
ほ
斌
の
難
朴
が
社
を
雌
鋼
の
藤

鋼
以も
ち
で
観
刷
ふゥ
義
の
婿
く
、
運
る
務
は
在ぁ
ら
じ
Ｌ
疎
締^
砒
龍
縦
ふゥ
義
を
記
ぼ
の
利
癬
端
の

輝
よ
り
俸
久く
ル
太だ
和
に
配
多た
ぃ
つ
ぶ
蹴
の
瀬せ
に
曇
す
漁
紺
津っ
ぃ
売め
と
云、、
ル
概
対
減
既
に
識
卜
で

な
む
．
蜘
く
識
眠
行
な
が
飛
醜
の
融
の
沖
静
源
の
ル
醜
部
の
北
の
だ
耐
外̈
に
仲
す
ぷ
畔
柵
肺
静

と
が
ル
砒
識
肝
ル
和
み
て
む
。
中
く
ル
加
呑の
み
て
ば
知
囃
ル
に
歩
す
知
囃
戸と
封
と
か
ふゥ
枇
概
鴎

ぶ‰
ｍ
に
知
囃
測
ち
て
む
。
ぃ
く
知
ぃ
き
側
ち
て
ば
概
ｍ
．耐
「
ｍ
に
弊
す
毅
俸
須す
良ら
比ひ
売め
と
か
ふウ

概
畿
俸
須す
良ら
微
ダ
ダ
て
む
。
ぃ
く
俸
須す
郎
“
灯
が
て
ば
男
と
カ
ル
為
は
わ
ら
じ
■
麟
．締
“
醜

縦
ル
事
を
対
つ
概
断
つ
概
ル
い
ょ所
の枇
鏡
熱
」
耽
か
せ
と
齢
す
。

|も

り1

祝
ill

全
非
第
7t

巻

利|

れ[
木
ri=

式
句:

通
官
綸

ね1
社
浙
,1
ili


